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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期

第２四半期
累計期間

第31期

会計期間

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　９月30日

自平成25年
　10月１日
至平成26年
　３月31日

売上高 （千円） 4,452,399 4,025,009

経常利益 （千円） 201,726 138,969

四半期（当期）純利益 （千円） 186,646 98,148

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） - -

資本金 （千円） 1,661,000 1,661,000

発行済株式総数 （株） 7,335,712 8,030,000

純資産額 （千円） 3,515,213 3,329,230

総資産額 （千円） 11,562,512 10,563,984

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 25.44 13.38

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） - -

１株当たり配当額 （円） - -

自己資本比率 （％） 30.4 31.5

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △298,230 △334,983

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △90,526 △2,352,989

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 519,763 2,507,327

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,247,265 1,116,258
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回次
第32期

第２四半期
会計期間

会計期間

自平成26年
　７月１日
至平成26年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 22.78

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

４．第31期は、決算期変更により平成25年10月１日から平成26年３月31日までの６ヵ月間となっております。こ

れに伴い、第31期第２四半期財務諸表を作成していないため、第31期第２四半期累計期間及び第31期第２四

半期会計期間については記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社の企業集団（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります

 

　　(1) 業績の状況

（注）前事業年度は、決算期変更により平成25年10月１日から平成26年３月31日までの６ヵ月間となっておりま

す。これに伴い、当第２四半期累計期間は比較対象となる前第２四半期累計期間の財務諸表を作成していないた

め、対前年同四半期増減比較は記載しておりません。

 

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の各種政策や日銀の金融緩和策を背景に、企業収益や個人消

費の一部に改善がみられる一方で、消費税増税や円安が進むなど、先行きは不透明な情勢となっております。

　プリント配線板業界におきましては、廉価版スマートフォンが好調で、中国を中心に引き続きスマートフォンや

通信用基板、車載用基板生産のための設備投資が続いております。

　また、新興国、特に中国の人件費高騰により、手動・半自動露光装置から当社の主力製品である全自動露光装置

への置き換え需要も活発化してきております。

　このような状況の中、当第２四半期累計期間の業績につきましては、売上高は、4,452,399千円、営業利益

264,000千円、経常利益201,726千円、四半期純利益186,646千円となりました。

 

　　(2) キャッシュ・フローの状況

（注）前事業年度は、決算期変更により平成25年10月１日から平成26年３月31日までの６ヵ月間となっておりま

す。これに伴い、当第２四半期累計期間は比較対象となる前第２四半期累計期間の財務諸表を作成していないた

め、対前年同四半期増減比較は記載しておりません。

 

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ

131,007千円増加し、1,247,265千円となりました。各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー)

　当第２四半期累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、298,230千円の支出となりました。

　これは、税引前四半期純利益201,726千円の計上、仕入債務の増加194,272千円、たな卸資産の減少192,185千円

等による資金の増加がありましたが、売上債権の増加1,409,645千円等により資金が減少したことが主な要因であ

ります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー)

　当第２四半期累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、90,526千円の支出となりました。

　これは、有形固定資産の取得による支出29,395千円、事業譲受による支出53,847千円等により資金が減少したこ

とが主な要因であります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー)

　当第２四半期累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、519,763千円の収入となりました。

　これは、長期借入金の返済576,400千円等による資金の減少がありましたが、長期借入れによる収入1,100,000千

円等により資金が増加したことが主な要因であります。

 

　　(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

　　(4) 研究開発活動

　当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は、423,036千円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,800,000

計 25,800,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年11月14日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 7,335,712 7,335,712 非上場   （注）

計 7,335,712 7,335,712 － －

　（注）１．完全議決権株式であり、権利内容に何らの限定の無い当社における標準となる株式であり、単元株式数は

100株であります。

２．平成26年５月９日開催の取締役会の決議に基づき、平成26年７月31日をもって自己株式694,288株を消却い

たしました。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年７月１日～

平成26年９月30日
△694,288 7,335,712 - 1,661,000 - 2,044,795

　（注）平成26年５月９日開催の取締役会の決議に基づき、平成26年７月31日をもって自己株式694,288株を消却いたし

ました。

 

（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

ウシオ電機（株） 東京都千代田区大手町２丁目６－１ 7,335 100.00

計 － 7,335 100.00

（注）平成26年８月１日付の株式交換により、当社はウシオ電機株式会社の完全子会社となっております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等) ─ ― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式7,335,700 73,357 ─

単元未満株式 12 ― ─

発行済株式総数 7,335,712 ― ―

総株主の議決権 ― 73,357 ―

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成26年７月１日から平成26

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

 

４．決算期変更について
　当社は、前事業年度より決算日を９月30日から３月31日に変更いたしました。これに伴い、前事業年度は平成25年

10月１日から平成26年３月31日までの６ヵ月間となっており、前第２四半期財務諸表を作成していないため、前第２

四半期累計期間の記載はしておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,116,258 1,247,265

受取手形及び売掛金 2,214,269 3,598,947

商品及び製品 8,247 8,589

仕掛品 1,806,946 1,934,075

原材料 1,328,617 1,041,734

その他 268,014 106,619

流動資産合計 6,742,352 7,937,231

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,674,457 1,640,638

土地 570,493 570,493

その他（純額） 143,322 145,266

有形固定資産合計 2,388,274 2,356,398

無形固定資産   

のれん 1,090,745 975,930

その他 231,645 181,679

無形固定資産合計 1,322,390 1,157,609

投資その他の資産 110,966 111,273

固定資産合計 3,821,631 3,625,281

資産合計 10,563,984 11,562,512

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,073,448 797,544

電子記録債務 550,088 1,041,955

1年内返済予定の長期借入金 938,300 707,100

未払法人税等 16,716 23,031

賞与引当金 109,171 108,892

製品保証引当金 28,423 35,635

その他 421,757 509,119

流動負債合計 3,137,905 3,223,277

固定負債   

長期借入金 188,400 943,200

関係会社長期借入金 3,450,000 3,450,000

資産除去債務 7,814 7,856

その他 450,634 422,965

固定負債合計 4,096,848 4,824,021

負債合計 7,234,753 8,047,298
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,661,000 1,661,000

資本剰余金 2,044,795 2,044,795

利益剰余金 △63,909 △186,868

自己株式 △309,583 -

株主資本合計 3,332,302 3,518,926

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △3,071 △3,712

評価・換算差額等合計 △3,071 △3,712

純資産合計 3,329,230 3,515,213

負債純資産合計 10,563,984 11,562,512
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

 （単位：千円）

 
当第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 4,452,399

売上原価 2,999,970

売上総利益 1,452,428

販売費及び一般管理費 ※ 1,188,428

営業利益 264,000

営業外収益  

受取利息 15

受取配当金 425

助成金収入 341

原子力立地給付金 7,350

その他 825

営業外収益合計 8,957

営業外費用  

支払利息 31,035

支払手数料 37,772

その他 2,424

営業外費用合計 71,231

経常利益 201,726

税引前四半期純利益 201,726

法人税、住民税及び事業税 15,175

法人税等調整額 △94

法人税等合計 15,080

四半期純利益 186,646
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

 （単位：千円）

 
当第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 201,726

減価償却費 140,275

のれん償却額 114,815

賞与引当金の増減額（△は減少） △279

製品保証引当金の増減額（△は減少） 7,212

受取利息及び受取配当金 △440

支払利息 31,035

未収還付消費税等の増減額（△は増加） 76,058

未収入金の増減額（△は増加） 82,087

売上債権の増減額（△は増加） △1,409,645

たな卸資産の増減額（△は増加） 192,185

仕入債務の増減額（△は減少） 194,272

その他 113,143

小計 △257,553

利息及び配当金の受取額 441

利息の支払額 △31,447

消費税等の還付額 278

法人税等の支払額 △9,950

営業活動によるキャッシュ・フロー △298,230

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △29,395

無形固定資産の取得による支出 △6,583

事業譲受による支出 △53,847

敷金及び保証金の回収による収入 172

その他 △871

投資活動によるキャッシュ・フロー △90,526

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入れによる収入 1,100,000

長期借入金の返済による支出 △576,400

リース債務の返済による支出 △3,758

自己株式の取得による支出 △22

配当金の支払額 △55

財務活動によるキャッシュ・フロー 519,763

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 131,007

現金及び現金同等物の期首残高 1,116,258

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,247,265
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【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
当第２四半期累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

製品保証引当金繰入額 31,355千円

賞与引当金繰入額 24,677

研究開発費 423,036

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
当第２四半期累計期間

（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 1,247,265千円

預入期間が３か月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物 1,247,265

 

（株主資本等関係）

当第２四半期累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．配当金支払額

　　　　　　 該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成26年５月９日開催の取締役会の決議に基づき、平成26年７月31日付で、自己株式694,288株

の消却を実施いたしました。この結果、当第２四半期累計期間において利益剰余金及び自己株式がそれぞれ

309,605千円減少しております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

　当社の報告セグメントは「装置販売事業」及び「商品販売代理事業」でありますが、「装置販売事業」によ

る割合が高く、全セグメントの売上高及び営業利益の金額の合計額に占める割合が大きいため、セグメント情

報の記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期累計期間

（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

　　１株当たり四半期純利益金額 25円44銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益金額（千円） 186,646

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 186,646

普通株式の期中平均株式数（株） 7,335,763

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月７日

株式会社アドテックエンジニアリング

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　宏和　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 北本　佳永子　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アド

テックエンジニアリングの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第32期事業年度の第２四半期会計期間（平成26

年７月１日から平成26年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る

四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アドテックエンジニアリングの平成26年９月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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